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地
消
地
産
は
地
域
の 

経
済
成
長
に
つ
な
が
る
論
拠

地
消
地
産
は
本
当
に
地
域
の
経
済
成

長
に
寄
与
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を

抱
い
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

長
野
県
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部

の
古
田
睦
教
授
が
長
野
県
の
委
嘱
で
行

な
っ
た
「
上
田
・
佐
久
北
部
地
域
食
料

自
給
圏
消
費
実
態
調
査
」
の
な
か
に
、

ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
報
告
が
あ
る
。

古
田
教
授
は
地
域
内
経
済
循
環
を
測

定
し
た
。
手
法
は「
地
域
内
乗
数
３（
Ｌ

Ｍ
３
）」
と
い
う
指
標
に
よ
る
も
の
だ
。

た
と
え
ば
同
じ
１
０
０
万
円
が
投
資
さ

れ
た
と
し
よ
う
。
地
域
内
循
環
率
が
80

％
の
場
合
、
地
域
内
に
は
最
初
に
80
万

円
残
り
、
地
域
外
に
は
20
万
円
流
出
す

る
。
次
に
80
万
円
の
80
％
の
64
万
円
残

り
、
そ
の
次
に
は
64
万
円
の
80
％
の
51

万
円
が
残
る
。
こ
う
し
て
地
域
内
に
残

る
金
額
を
足
し
て
い
く
と
最
終
的
に
５

０
０
万
円
に
な
る
。

一
方
、
地
域
内
循
環
率
が
60
％
の
場

合
、
同
じ
よ
う
に
計
算
す
る
と
合
計
は

２
５
０
万
円
に
な
る
。
つ
ま
り
、
地
域

内
循
環
率
が
80
％
の
場
合
と
、
60
％
の

場
合
で
は
、
地
域
内
の
所
得
の
効
果
は

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
は
４
月

12
日
、
初
と
な
る
総
会
を
都
内
で
開
催
し

た
。
現
在
、
山
形
と
長
野
で
実
証
実
験
に

携
わ
っ
て
い
る
関
係
者
を
は
じ
め
、
約
50

人
が
一
堂
に
会
し
た
。
ゲ
ス
ト
に
環
境
省

大
臣
官
房
環
境
計
画
課
計
画
官
の
中
島
恵

理
氏
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
提
唱

者
で
あ
る
故
松
尾
雅
彦
氏
が
社
長
を
務
め

た
カ
ル
ビ
ー
か
ら
伊
藤
秀
二
社
長
、
ご
子

息
の
松
尾
東
彦
氏
、
姪
御
さ
ん
で
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
で
副
会
長
を
務
め
る

二
宮
か
お
る
氏
を
迎
え
た
。
司
会
は
松
尾

氏
と
親
交
が
あ
っ
た
広
島
経
済
大
学
経
済

学
部
の
川
村
健
一
名
誉
教
授
が
務
め
た
。

ま
た
、『
里
山
資
本
主
義
』
の
著
者
、
藻

谷
浩
介
氏
よ
り
「
松
尾
雅
彦
先
生
と
農
村

の
経
済
成
長
」
と
い
う
書
面
が
提
供
さ
れ

た
。

協
会
の
三
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

会
長
の
中
田
康
雄
は
、
総
会
を
開
催
し

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
、

総
会
を
初
開
催

関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る

22

た
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
松
尾
さ
ん
が
逝
去
し
て
か
ら
１
年
経
っ

た
。
私
は
、
病
床
で
遺
言
の
よ
う
に
『
協

会
を
よ
ろ
し
く
頼
む
』
と
託
さ
れ
た
。
遺

志
を
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
あ
ら
た
め

て
組
織
を
固
め
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
る
会
員
を
募
ろ

う
と
考
え
た
。
今
日
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
是
非
中
心
と
な
っ
て
協

力
い
た
だ
き
た
い
」

ま
た
、
協
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

次
の
三
つ
を
発
表
し
た
。
一
つ
め
は
現
在

進
行
中
の
山
形
と
長
野
の
実
証
実
験
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
。
二
つ
め
は
各
地
の
ス

マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
築
活
動
に
対
す

る
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
。
三
つ
め
は
地

元
産
の
原
料
で
地
元
の
加
工
業
者
が
加
工

品
を
開
発
し
、
地
元
の
小
売
店
で
販
売
す

る
場
合
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
商
品

を
認
定
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。

気づき
中田康雄 の

理
論
の
起
源
か
ら
実
践
ま
で

カ
ル
ビ
ー
の
伊
藤
社
長
は
、
松
尾
氏
が

カ
ル
ビ
ー
社
長
時
代
に
始
め
た
農
工
一
体

の
た
め
の
取
り
組
み
に
触
れ
、
そ
の
こ
と

が
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
通
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
何
ら
か
の
形
で
活

動
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
た
。

環
境
省
の
中
島
氏
は
３
月
ま
で
長
野
県

の
副
知
事
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
長
野

県
の
地
消
地
産
を
推
進
す
る
際
、
松
尾
氏

を
は
じ
め
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
関

係
者
と
連
携
し
て
き
た
。
こ
の
日
は
基
調

講
演
と
し
て
、
環
境
省
と
長
野
県
の
取
り

組
み
を
発
表
し
た
。

「
環
境
省
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱

え
て
い
る
課
題
は
、『
統
合
的
に
』
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
こ
の

考
え
方
は
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ

れ
た
持
続
可
能
の
た
め
の
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
も
通
じ
る
。
そ
こ
で
、
18
年
に
成
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せ
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。
松
尾
さ
ん
の

話
を
聞
い
た
と
き
、『
何
』
の
ひ
と
つ
に

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
あ
る
と
気
づ

い
た
。
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
活
動

を
通
じ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た

い
。
松
尾
さ
ん
に
『
世
界
の
人
口
を
支
え

る
農
業
が
で
き
る
の
は
、
先
進
国
の
人
口

の
１
％
し
か
い
な
い
。
人
類
の
エ
リ
ー
ト

な
ん
だ
よ
。
あ
な
た
も
そ
れ
を
目
指
し
な

さ
い
』
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を

目
標
に
し
て
い
き
た
い
」

高
田
氏
は
、
自
身
で
撮
影
・
編
集
し
た

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
関
わ
る

人
々
の
活
動
の
様
子
を
描
い
た
動
画
を
紹

介
し
た
。
高
田
氏
の
話
と
動
画
に
会
場
は

感
動
に
包
ま
れ
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
関
係
者

た
ち
へ
の
激
励
と
な
っ
た
。

２
倍
も
違
う
の
で
あ
る
。

Ｌ
Ｍ
３
は
、
資
金
循
環
の
最
初
の
３

回
だ
け
を
対
象
と
し
て
乗
数
効
果
を
測

定
す
る
方
法
で
あ
る
。
３
回
を
検
証
す

れ
ば
効
果
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
手
法
を
用
い
て
古
田
教
授
は
東

信
地
域
の
豆
腐
に
つ
い
て
測
定
し
た
。

１
～
３
回
目
を
Ｒ
１
～
Ｒ
３
と
す
る
。

Ｒ
１

：

豆
腐
の
小
売
店
売
上
高

Ｒ
２

：�
豆
腐
の
地
域
内
購
入
額�

＋
地
域
内
豆
腐
加
工
業
人
件
費�

＋
地
域
内
豆
腐
加
工
業
者
所
得�

＋
地
域
内
流
通
人
件
費

Ｒ
３

：�
大
豆
生
産
者
所
得
＋
大
豆
生
産

者
地
域
内
資
材
購
入
額
と
す
る
。

Ｌ
Ｍ
３
は
（
Ｒ
１
+
Ｒ
２
+
Ｒ
３
）／

Ｒ
１
で
算
出
す
る
。

Ａ

：�
豆
腐
に
つ
い
て
す
べ
て
の
大
豆
を

「
域
外
」
か
ら
仕
入
れ
た
場
合
、

Ｌ
Ｍ
３
は
１
・
３
９
。

Ｂ

：�
す
べ
て
の
大
豆
・
そ
の
他
資
材
を

「
域
内
」
か
ら
仕
入
れ
た
場
合
、

Ｌ
Ｍ
３
は
１
・
７
４
。

Ｃ

：�「
域
外
」
生
産
の
豆
腐
を
仕
入
れ

た
場
合
、
Ｌ
Ｍ
３
は
１
・
１
１
。

つ
ま
り
、Ｂ
の
よ
う
に
、す
べ
て
「
域

内
」
か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
経
済
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
い
う
論
拠
が
数
字
で
示
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

総
会
で
紹
介
さ
れ
た
藻
谷
浩
介
氏
の

論
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
地
消
地
産
は

地
域
の
経
済
を
成
長
さ
せ
る
原
動
力
で

あ
る
。

立
し
た
環
境
基
本
計
画
で
は
、
日
本
が
目

指
す
社
会
の
姿
と
し
て
『
地
域
循
環
共
生

圏
』
を
掲
げ
た
。
食
の
地
消
地
産
を
し
た

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
地

域
で
循
環
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
が
物
質
循
環
を
し
な
が
ら
共
生

を
す
る
自
立
的
な
社
会
を
つ
く
り
、
ひ
い

て
は
生
物
多
様
性
や
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
」

中
島
氏
は
、
長
野
県
で
取
り
組
ん
で
き

た
地
域
経
済
循
環
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
地
消

地
産
」
は
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の

概
念
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
も
選
定

さ
れ
た
と
い
う
長
野
県
で
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、
環
境
省
の
地
域
循
環
共
生
圏
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
た
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
構
想
は
、

中
島
氏
を
通
じ
て
国
の
政
策
に
も
生
か
さ

れ
、各
地
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

続
い
て
、『
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
』

の
共
著
者
で
あ
る
浅
川
芳
裕
氏
よ
り
、
山

口
市
で
展
開
し
た
農
業
改
革
（
本
誌
４
月

号
掲
載
）
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ス

マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
理
論
を
実
践
に

移
し
た
も
の
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
活
動
現
場

の
報
告
と
し
て
、
山
形
大
学
農
学
部
の
浦

川
修
司
教
授
と
、
長
野
県
野
菜
花
き
試
験

場
佐
久
支
場
長
の
山
口
秀
和
氏
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
山
形
県
庄
内
と
長
野
県
の
実
証
実

験
の
進
捗
状
況
が
発
表
さ
れ
た
。
長
野
県

に
つ
い
て
は
５
月
号
に
掲
載
。
山
形
県
庄

内
に
つ
い
て
は
８
月
号
に
掲
載
予
定
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
若
手
生
産
者

最
後
に
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
生
産
者
、

高
田
庄
平
氏
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。
高
田

氏
は
、
庄
内
で
弟
と
一
緒
に
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
を

生
産
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
に
は
、
月
山
高
原
モ
デ
ル
農
場
を
試
行

す
る
生
産
者
と
し
て
協
力
し
て
い
る
。

高
田
氏
は
松
尾
氏
と
の
出
会
い
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
対
す
る
自
身

の
考
え
を
述
べ
た
。

「
私
は
、『
な
ぜ
』
そ
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
い
ち
ば
ん
大
事
に

し
て
い
る
。
そ
の
次
に
『
ど
う

や
っ
て
』、
最
後
に
『
何
』
を

し
よ
う
か
。
私
は
農
業
で
人
々

の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
よ
り
幸

せ
に
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
を
や
り
、
周
り
の
人

を
巻
き
込
ん
で
周
り
の
人
も
幸

理事長兼会長	
	 中田康雄　㈱中田康雄事務所代表取締役
理事	 安江高亮　NPO 法人信州まちづくり研究会理事長
理事	 川村健一　広島経済大学経済学部名誉教授
理事	 坂上　隆　㈱さかうえ代表取締役
理事兼事務局長	
	 並木　訓　㈱農業技術通信社
監事	 植村裕之　三井住友海上保険㈱シニアアドバイザー

スマート・テロワール協会役員

環境省大臣官房環境計画課計画官
中島恵理氏

高田庄平氏


